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■ 景気観測

■ 個別判断項目（業種別）

　総合

　鋳造業

　機械製造業

　卸売業

　小売業

　建設業

　不動産業

　サービス業

■【特別調査】
　「中小企業経営に関する各種支援制度の利用について」

■ 経営上の問題点と当面の重点経営施策

■ あおしんトピックス

1

2

4

6

8

10

12

14

16

18

19

20

景気観測

調査目的
調査時期
調査内容

調査方法
調査対象
調査回答企業

取りまとめ方法

お問い合わせ先
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川口市を中心とした最近の中小・小規模企業の動向把握
平成 30年 6月 1日（金）～ 6月７日（木）
平成30年1月～3月期と比較した平成30年4月～ 6月期の実績見込み
平成30年4月～6月期と比較した平成30年7月～9月期の予想
聞き取りによるアンケート調査
当金庫お取引先企業 301企業、回答企業数 301企業（回答率 100％）
鋳造業 29、機械製造業 38、その他製造業 49、卸売業 27、小売業 40、
建設業 45、不動産業 30、サービス業 43先
DI（ディフュージョン・インデックス）方法
「増加」（増加＋やや増加）と回答した企業割合から、「減少」（減少＋やや減少）
と回答した企業割合を差し引いた指数のことで、そのどちらの企業割合が多
いかによって、景況の動きを時期的な推移の中で把握しようとするものです。
青木信用金庫 地域振興部
川口市中青木 2－13－21　TEL 048－251－7667（直通）

この調査について

もくじ  

海外金利環境：ＦＯＭＣは
今年の利上げ見通しを年4回へ引上げ
米国：個人消費が回復の勢いを取り戻し
ており、18年4～6月の実質成長率は年
率で3％台後半に達する可能性が高まっ
ている。消費者物価の上昇率も緩やかに
加速しており、Fed（連邦準備制度）は
6月のFOMC（連邦公開市場委員会）で
今年2回目の利上げを決定した。また、
FOMCメンバーによる今年の利上げの想
定は、年初に想定した年3回から年4回
に引き上げられた。これまでの声明文に
記述されてきた「政策金利は当面、中立
水準を下回って推移する」との表現が削
除されたことから、緩和的だった政策金
利の水準は、この先、中立もしくは引締
めの段階に入っていくこととなる。
ユーロ：ECB（欧州中央銀行）は6月14
日の理事会で、9月末までとしていた資
産購入の終了時期を12月末に延長した
上で、10月以降の資産購入額を月300
億ユーロから150億ユーロに減額すると
発表した。事前予想では、7月の理事会
後に方針を示すとの見方が優勢で、量的
緩和に係る方針を早めにアナウンスした
形となったが、政策金利については「少
なくとも19年夏まで変更しない」と
し、利上げに慎重なスタンスを示した。

国内金利環境：展望レポートの
物価見通しは下方修正へ。
日銀は当面、現行の緩和策を維持
　日銀は6月の決定会合でも金融政策の

現状維持を決定した。黒田総裁は、
2％の「物価安定の目標」に向けたモ
メンタム（勢い）は維持されていると
しつつ、消費者物価の前年比伸び率が
幾分縮小しているとの現状認識を示し
た。7月30～31日の決定会合では、
物価伸び悩みの状況を詳しく議論する
意向で、展望レポートの見通しととも
に、物価の先行きについてどのような
認識が示されるかが注目材料となる。

為替相場：貿易摩擦激化への
警戒感から、短期的には
円が買われやすい地合いとなろう
　日米の金融政策の方向性の違いを踏
まえれば、今後、為替相場は円安基調
で推移する蓋然性が高いと考えられ
る。ただ、トランプ政権の保護主義的
な政策に起因する形で、米国と主要国
との間で貿易摩擦が激しさを増すこと
への警戒感が強まっている。世界経済
の先行き不透明感がくすぶるなか、短
期的には、安全資産に位置づけられる
円が買われやすい地合いが続こう。

(注)本稿は2018年7月4日時点のデータに基づき記述されている。

内外金利・為替見通し
信金中央金庫 地域・中小企業研究所
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　全業種の当期（4～ 6 月期）の業況判断 DI は▲3 となり、
前期（1～3月期）と比較して1ポイントの悪化となった。「売上」
で4ポイント、「収益」で7ポイント、「資金繰り」で5ポイント、
「設備」で2ポイントの改善、「販売・請負・料金価格」で1ポ
イント、「原材料・仕入価格」で2ポイントの上昇となる。
　来期（7～ 9 月期）は、「業況」で 3 ポイント、「売上」で 2

ポイント、「収益」で2ポイントの改善、「資金繰り」で2ポイ
ントの悪化、「販売・請負・料金価格」で1ポイントの上昇、「原
材料・仕入価格」で 5 ポイントの下降、「設備」で 2 ポイント
の減少を予想している。
　全体的には、前期（1～3月期）と比較して緩慢ながらも回
復傾向を想定している。

2 3

総 合
SOUGOU

総
合

総
合

※カッコ内は前回調査との増減幅です。
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（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥



AOKI SHINKIN BANK

　鋳造業の当期（4～ 6月期）の業況判断DI は▲7となり、
前期（1～3月期）と比較して17ポイントの悪化となった。
「売上」で 17ポイント、「収益」で 10ポイント、「資金繰り」
で 3 ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で 7 ポイ
ントの下降、「原材料・仕入価格」で 11ポイントの上昇、「設
備」で横ばいとなる。　

　来期（7～ 9月期）は、「業況」、「売上」で 21ポイント、「収
益」で 13 ポイントの改善、「販売・請負・料金価格」で
7ポイント、「原材料・仕入価格」で 18ポイントの下降、「資
金繰り」、「設備」で横ばいを予想している。
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鋳造業
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※カッコ内は前回調査との増減幅です。
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前期
30 年 1～3月

当期
30 年 4～6月

来期
30 年 7～9月

20.7 69.0 10.3

24.1 65.6 10.3

13.8 65.5 20.7
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2.6

　機械製造業の当期（4～ 6 月期）の業況判断 DI は 8 と
なり、前期（1～ 3 月期）と比較して 10 ポイントの悪化
となった。「資金繰り」で 14ポイント、「設備」で 8ポイ
ントの改善、「売上」で 18 ポイント、「収益」で 11 ポイ
ントの悪化、「販売・請負・料金価格」で 6ポイントの下降、
「原材料・仕入価格」で 8ポイントの上昇となる。

　来期（7～ 9月期）は、「業況」で 10ポイント、「売上」
で 24 ポイント、「収益」で 21 ポイント、「資金繰り」で
2 ポイントの改善、「販売・請負・料金価格」で 11 ポイ
ントの上昇、「原材料・仕入価格」で 5ポイントの下降、「設
備」で 2ポイントの減少を予想している。
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※カッコ内は前回調査との増減幅です。
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　卸売業の当期（4～ 6月期）の業況判断DI は 15となり、
前期（1～3月期）と比較して11ポイントの良化となった。
「売上」で 37ポイント、「収益」で 33ポイント、「資金繰り」 
で 14ポイント、「設備」で 4ポイントの改善、「販売・請負・
料金価格」で 15 ポイントの上昇、「原材料・仕入価格」
で横ばいとなる。

　来期（7～ 9月期）は、「収益」で 4ポイントの改善、「業
況」、「売上」で4ポイント、「資金繰り」で3ポイントの悪化、
「設備」で 4ポイントの減少、「販売・請負・料金価格」、「原
材料・仕入価格」で横ばいを予想している。
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※カッコ内は前回調査との増減幅です。
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85.2

81.5 7.411.1

77.8 7.4
資
金
繰
り

当 期
7

（＋14）

来期予想
4

（▲3）

業況判断指数

過剰 適正 不足

前期
30 年 1～3月

当期
30 年 4～6月

来期
30 年 7～9月

88.9 7.43.7

88.9 7.43.7

92.6 3.73.7

3.7 11.1

14.8

設
備

当 期
0

（＋4）

来期予想
▲4
（▲4）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

上昇 変わらず 下降

業
況

当 期
15

（＋11）

来期予想
11

（▲4）

業況判断指数

良い 普通 悪い

増加 変わらず 減少

前期
30 年 1～3月

当期
30 年 4～6月

来期
30 年 7～9月

25.9 51.9 22.2

25.9 59.3 14.8

37.0 40.8 22.2

売
上

当 期
26

（＋37）

来期予想
22

（▲4）

業況判断指数
前期

30 年 1～3月

当期
30 年 4～6月

来期
30 年 7～9月

11.1 22.266.7

25.9 70.4 3.7

33.3 59.3 7.4

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥



AOKI SHINKIN BANK

　小売業の当期（4～6月期）の業況判断DIは▲28となり、
前期（1～3月期）と比較して10ポイントの改善となった。
「売上」で 10ポイント、「収益」で 8ポイント、「資金繰り」
で 5 ポイントの改善、「販売・請負・料金価格」で 15 ポ
イント、「原材料・仕入価格」で 8ポイントの上昇、「設備」
で横ばいとなる。

　来期（7～ 9月期）は、「業況」で 10ポイント、「収益」
で 2 ポイントの改善、「売上」で 3 ポイント、「資金繰り」
で5ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で5ポイント、
「原材料・仕入価格」で 16 ポイントの下降、「設備」で３
ポイントの減少を予想している。
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小売業
KOURI-GYOU

小
売
業

小
売
業

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

当 期
▲28
（＋10）

来期予想
▲18
（＋10）

－80

－100

－60

－40

－20
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30/626/6 26/12 27/6 27/12 28/6 28/12 29/6 29/12

「業況 DI」推移

増加 変わらず 減少

前期
30 年 1～3月

当期
30 年 4～6月

来期
30 年 7～9月

22.55.0 72.5

7.5 77.5 15.0

5.0 80.0 15.0収
益

当 期
▲10
（＋8）

来期予想
▲8
（＋2）

業況判断指数

前期
30 年 1～3月

当期
30 年 4～6月

来期
30 年 7～9月

5.0 10.085.0

17.5 70.0 12.5

17.5 75.0 7.5

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
10

（＋15）

来期予想
5

（▲5）

業況判断指数

前期
30 年 1～3月

当期
30 年 4～6月

来期
30 年 7～9月

10.0 5.085.0

7.5 10.082.5

20.0 7.572.5

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
13

（＋8）

来期予想
▲3

（▲16）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

前期
30 年 1～3月

当期
30 年 4～6月

来期
30 年 7～9月

82.5 15.02.5

87.5 12.5

87.5 10.02.5
資
金
繰
り

当 期
▲8
（＋5）

来期予想
▲13
（▲5）

業況判断指数

過剰 適正 不足

前期
30 年 1～3月

当期
30 年 4～6月

来期
30 年 7～9月

95.0

87.5 10.0

90.0

2.5

2.5 7.5

5.0

設
備

当 期
▲5
（0）

来期予想
▲8
（▲3）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

上昇 変わらず 下降

業
況

当 期
▲28
（＋10）

来期予想
▲18
（＋10）

業況判断指数

良い 普通 悪い

増加 変わらず 減少

前期
30 年 1～3月

当期
30 年 4～6月

来期
30 年 7～9月

2.5 57.5 40.0

5.0 72.5 22.5

5.0 62.5 32.5

売
上

当 期
▲5

（＋10）

来期予想
▲8
（▲3）

業況判断指数
前期

30 年 1～3月

当期
30 年 4～6月

来期
30 年 7～9月

7.5 22.570.0

10.0 72.5 17.5

7.5 80.0 12.5

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥



AOKI SHINKIN BANK

　建設業の当期（4～ 6月期）の業況判断DI は 7となり、
前期（1～ 3月期）と比較して 2ポイントの悪化となった。
「売上」で 5ポイント、「収益」で 7ポイント、「資金繰り」
で 9ポイント、「設備」で 7ポイントの改善、「販売・請負・
料金価格」で 4 ポイントの下降、「原材料・仕入価格」で
横ばいとなる。

　来期（7～ 9 月期）は、「業況」、「売上」、「資金繰り」
で 7ポイント、「収益」で 5ポイントの悪化、「販売・請負・
料金価格」、「原材料・仕入価格」、「設備」で横ばいを予
想している。
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建設業
KENSETSU-GYOU

建
設
業

建
設
業

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

当 期
7

（▲2）

来期予想
0

（▲7）

－80

－100

－60

－40

－20

0

20

40

30/626/6 26/12 27/6 27/12 28/6 28/12 29/6 29/12

増加 変わらず 減少

前期
30 年 1～3月

当期
30 年 4～6月

来期
30 年 7～9月

13.3 13.373.4

13.3 75.6 11.1

26.7 53.3 20.0収
益

当 期
7

（＋7）

来期予想
2

（▲5）

業況判断指数

前期
30 年 1～3月

当期
30 年 4～6月

来期
30 年 7～9月

8.9 4.486.7

6.7 86.6 6.7

8.9 82.2 8.9

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
0

（▲4）

来期予想
0
（0）

業況判断指数

前期
30 年 1～3月

当期
30 年 4～6月

来期
30 年 7～9月

24.4 75.6

24.4 75.6

24.4 75.6

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
24
（0）

来期予想
24
（0）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

前期
30 年 1～3月

当期
30 年 4～6月

来期
30 年 7～9月

77.7 15.66.7

84.5 11.1

77.8 11.1
資
金
繰
り

当 期
0

（＋9）

来期予想
▲7
（▲7）

業況判断指数

過剰 適正 不足

前期
30 年 1～3月

当期
30 年 4～6月

来期
30 年 7～9月

93.3 6.7

95.6 2.2

95.6 2.22.2

4.4

11.1

2.2

設
備

当 期
0

（＋7）

来期予想
0
（0）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

上昇 変わらず 下降

業
況

当 期
7

（▲2）

来期予想
0

（▲7）

業況判断指数

良い 普通 悪い

増加 変わらず 減少

前期
30 年 1～3月

当期
30 年 4～6月

来期
30 年 7～9月

17.8 73.3 8.9

11.1 77.8 11.1

22.2 62.2 15.6

売
上

当 期
9

（＋5）

来期予想
2

（▲7）

業況判断指数
前期

30 年 1～3月

当期
30 年 4～6月

来期
30 年 7～9月

24.4 20.055.6

15.6 71.1 13.3

28.9 51.1 20.0

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

「業況 DI」推移

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥



AOKI SHINKIN BANK

　不動産業の当期（4～6月期）の業況判断DIは0となり、
前期（1～ 3月期）と比較して 3ポイントの改善となった。
「売上」、「収益」で 13ポイント、「資金繰り」で 3ポイン
トの改善、「原材料・仕入価格」で 4ポイントの下降、「販売・
請負・料金価格」で横ばいとなる。
　来期（7～ 9 月期）は、「業況」で 7 ポイント、「売上」

で 10 ポイント、「収益」で 13 ポイント、「資金繰り」で
3ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で 3ポイント、
「原材料・仕入価格」で 7ポイントの上昇を予想している。
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不動産業
FUDOUSAN-GYOU

不
動
産
業

不
動
産
業

業況判断指数

当 期
0

（＋3）

来期予想
▲7
（▲7）
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30/626/6 26/12 27/6 27/12 28/6 28/12 29/6 29/12

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

広告が入ります

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥

増加 変わらず 減少

前期
30 年 1～3月

当期
30 年 4～6月

来期
30 年 7～9月

10.0 23.366.7

10.0 66.7 23.3

20.0 60.0 20.0収
益

当 期
0

（＋13）

来期予想
▲13
（▲13）

業況判断指数

前期
30 年 1～3月

当期
30 年 4～6月

来期
30 年 7～9月

13.33.3 83.4

80.0 13.36.7

83.4 13.33.3

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
▲10
（0）

来期予想
▲7
（＋3）

業況判断指数

前期
30 年 1～3月

当期
30 年 4～6月

来期
30 年 7～9月

16.7 83.3

20.0 80.0

20.0 6.773.3

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
13

（▲4）

来期予想
20

（＋7）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

前期
30 年 1～3月

当期
30 年 4～6月

来期
30 年 7～9月

86.6 6.7

86.6 6.7

90.0 3.3
資
金
繰
り

当 期
3

（＋3）

来期予想
0

（▲3）

業況判断指数
6.7

6.7

6.7

上昇 変わらず 下降

上昇 変わらず 下降

業
況

当 期
0

（＋3）

来期予想
▲7
（▲7）

業況判断指数

良い 普通 悪い

増加 変わらず 減少

前期
30 年 1～3月

当期
30 年 4～6月

来期
30 年 7～9月

10.0 76.7 13.3

13.3 66.7 20.0

16.7 66.6 16.7

売
上

当 期
0

（＋13）

来期予想
▲10
（▲10）

業況判断指数
前期

30 年 1～3月

当期
30 年 4～6月

来期
30 年 7～9月

10.0 23.366.7

13.3 63.4 23.3

20.0 60.0 20.0

（単位 :%）

（単位 :%）

（単位 :%）

（単位 :%）

（単位 :%）

（単位 :%）

「業況 DI」推移



AOKI SHINKIN BANK

サービス業
　サービス業の当期（4～ 6 月期）の業況判断 DI は▲16
となり、前期（1～3月期）と同じＤＩとなった。「売上」、「収
益」で 19 ポイントの改善、「販売・請負・料金価格」で
2 ポイントの上昇、「設備」で 3 ポイントの減少、「資金
繰り」、「原材料・仕入価格」で横ばいとなる。
　来期（7～9月期）は、「業況」で4ポイントの改善、「売上」

で 10 ポイント、「収益」で 12 ポイント、「資金繰り」で
2 ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で 2 ポイン
トの上昇、「原材料・仕入価格」で 5ポイントの下降、「設備」
で 2ポイントの減少を予想している。
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SÂBISU-GYOU

サ
ー
ビ
ス
業

サ
ー
ビ
ス
業

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

当 期
▲16
（0）

来期予想
▲12
（＋4）
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30/626/6 26/12 27/6 27/12 28/6 28/12 29/6 29/12

増加 変わらず 減少

前期
30 年 1～3月

当期
30 年 4～6月

来期
30 年 7～9月

9.3 23.367.4

9.3 74.4 16.3

18.6 67.4 14.0収
益

当 期
5

（＋19）

来期予想
▲7

（▲12）

業況判断指数

前期
30 年 1～3月

当期
30 年 4～6月

来期
30 年 7～9月

93.0 4.72.3

4.7 2.393.0

95.42.3 2.3

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
0

（＋2）

来期予想
2

（＋2）

業況判断指数

前期
30 年 1～3月

当期
30 年 4～6月

来期
30 年 7～9月

16.7

2.4

83.3

14.6 83.0

17.1 82.9

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
17
（0）

来期予想
12

（▲5）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

前期
30 年 1～3月

当期
30 年 4～6月

来期
30 年 7～9月

86.0 9.3

83.7 11.6

81.4 11.6
資
金
繰
り

当 期
▲5
（0）

来期予想
▲7
（▲2）

業況判断指数

過剰 適正 不足

前期
30 年 1～3月

当期
30 年 4～6月

来期
30 年 7～9月

88.34.7 7.0

88.42.3 9.3

90.7 7.02.3

4.7

4.7

7.0

設
備

当 期
▲5
（▲3）

来期予想
▲7
（▲2）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

上昇 変わらず 下降

業
況

当 期
▲16
（0）

来期予想
▲12
（＋4）

業況判断指数

良い 普通 悪い

増加 変わらず 減少

前期
30 年 1～3月

当期
30 年 4～6月

来期
30 年 7～9月

2.3 79.1 18.6

4.7 79.0 16.3

7.0 69.7 23.3

売
上

当 期
5

（＋19）

来期予想
▲5

（▲10）

業況判断指数
前期

30 年 1～3月

当期
30 年 4～6月

来期
30 年 7～9月

9.3 23.367.4

11.6 72.1 16.3

20.9 62.8 16.3

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

「業況 DI」推移

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥
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特別調査

中小企業経営に関する各種支援制度の利用について

① 経営改善・事業再生・Ｍ＆Ａ

② 研究開発・設備投資（ＩＴ除く）

③ ＩＴ投資

④ 雇用・人材・健康

⑤ 展示会出展・販路拡大 

⑥ 海外展開

⑦ 省エネルギー・環境

問 3.貴社では、これまで公的機関等が主催するセミナーに参加したことがありますか。参加したことがある場合、①～⑨
の中から特に役に立ったテーマを３つ以内でお答えください。

① 事業承継・相続・Ｍ＆Ａ支援

② 技術・サービス強化　

③ ＩＴ活用

④ 人材確保・育成

⑤ 販路拡大・マーケティング

⑥ 海外進出

⑦ 業務改善・経費節減

⑧ 税務相談　

⑨ 補助金活用                                                         

⓪ 参加したことがない

問 4. 貴社では、公的機関や金融機関が行っている専門家派遣や相談窓口を利用したことはありますか。利用したこと
がある場合、特に役に立った分野について①～⑨の中から３つ以内でお答えください。

① 法律

② 税務・財務・会計

③ 輸出入・海外投資

④ＩＴ関連 

⑤ 知的財産権

⑥ 設計・デザイン

⑦ 人事・労務

⑧ 技術・サービス開発

⑨ 販路開拓・営業支援                                         

⓪ 利用したことがない

1.7％

7.0％

0.3％

3.0％

0.7％

0.0％

0.3％

8.0％

2.7％

1.3％

4.3％

5.0％

1.3％

1.7％

3.3％

2.0％

78.7％

1.7％

4.7％

0.7％

0.3％

0.7％

0.0％

4.0％

2.3％

3.0％

86.7％

問 5.上記の問 1～ 4のような支援制度を利用するにあたり、それらの情報を主にどこから入手しましたか。当てはま
るものを①～⓪の中から３つ以内でお答えください。

活用したことがある

⑧ 手間や費用等がかかる、審査が
厳しい

⑨ 自社にとって適当な補助金・
助成金がない 

⓪ そもそも知らない・関心がない

23.7％

20.7％

42.6％

活用したことがない

問2.貴社では、これまで参加した公的機関や金融機関等が主催する商談会やビジネスフェアのなかで、役に立ったと
お考えのものはありますか。下記の①～⑥の中から１つ選んでお答えください。また、参加したことがない場合、
⑦～⑨の中から１つ選んでお答えください。

① ビジネスフェア（業者向け）に出展

② ビジネスフェア（業者向け）に来場

③ 消費者向けビジネスフェア・即売会に出展

④ バイヤーを招いた個別商談会

⑤ インターネット上でのビジネスマッチング 

⑥ 参加したが役に立たなかった

2.3％

4.7％

0.0％

0.0％

0.7％

3.3％

参加したことがある

⑦ 手間や費用等がかかるため

⑧ 自社にとって適当な商談会等がない

⑨ そもそも知らない・関心がない

14.3％

32.7％

42.0％

参加したことがない

① メインバンク

② メインバンク以外の金融機関

③ 公的機関（区市町村・中小機構等）

④ マスメディア 

⑤ 各種専門家

⑥ インターネット

⑦ 商工会議所・商工会

⑧ 知人・同業者等

⑨ その他                                         

⓪ 

25.0％

4.0％

3.0％

0.3％

3.7％

5.0％

11.7％

7.3％

0.3％

61.7％いずれの支援制度も
利用していない

経営上の問題点と当面の重点経営施策

販路を広げる

経費を節減する

人材を確保する

情報力を強化する

宣伝・広告を強化する

売れ筋商品を取扱う

品揃えを充実改善する

新製品技術を開発する

技術力を高める

提携先を見つける
（%） （%）

29 年 12月
30年 3月
30年 6月

経営上の問題点集計結果（全業種）
売上の停滞・減少
同業者間の競争激化

人手不足
利幅の縮小

大手との競争激化
値下げ要請
原材料高

販売商品の不足
合理化不足

工場店舗の狭小老朽化
輸入品との競争激化

当面の重点経営施策（全業種）

0 　 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50

29 年 12月
30年 3月
30年 6月

問 1. 国や都道府県等では、中小企業支援に係る補助金や助成金制度が用意されています。それらの中で貴社が特に役
立ったとお考えのものはございますか。下記の①～⑦の中から１つ選んでお答えください。また、今までに活用
したことがない場合、その理由を⑧～⓪の中から 1つ選んでお答えください。



2.3

AOKI SHINKIN BANK

　次世代を担う若手経営者・後継者・経営幹部の
皆様をご支援することを目的に「あおしん次世代経
営塾」を開講しました。
　第1回目の勉強会は5月17日（木）、川口市民ホー
ル「フレンディア」において30名の受講生を迎え、
「営業の真髄を知る！～営業における原理原則と成
果の出る営業会議～」をテーマに勉強会を実施しま
した。また、勉強会終了後には懇親会を行い、受講
生同士で交流を深めていました。なお、勉強会は10
月迄、合計５回実施いたします。

　　　　トピックス
「あおしん創立70周年親睦ゴルフ大会」開催

「第4期あおしん次世代経営塾」開講

　平成30年6月4日（月）に大宮ソニックシティにおいて「夢ある埼玉・就活プロジェクト」合同企業説明会が
開催されました。若者と県内企業との出会いの場を広げ、県内企業で働く魅力を若者に伝えるべく、県内企業
の人材確保を支援する目的で毎年行っています。当金庫取引先12社を含む137社が出展し、就職説明会が行
われました。今年度から外国人留学生の募集も行い来場者数は306名でした。

平成30年度「夢ある埼玉・就活プロジェクト」合同企業説明会

20

　あおしん創立70周年親睦ゴルフ大会
が、5月15日（火）、軽井沢72ゴルフに
おいて、各営業店後援会、ゴルフ会のお
客様を中心に516名が参加して開催さ
れました。
　初夏の爽やかな快晴のもと、絶好の
ゴルフ日和となり、参加者の皆様は1日
ゴルフを楽しみました。競技終了後、軽
井沢プリンスホテルにおいて表彰式が
行われ、団体賞および個人賞の表彰が
行われました。

● 営業戦略に関して良い資料をいただきました。
● 自社に必要なことでした。

● 分かり易く、勉強になりました。
● 当社の営業にも実践させます。受講生の声

『
』



ふじみ野市 
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●営業地区及び店舗配置図（埼玉県内28市3町2郡・東京都内4区1市）
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